




















(1)拙稿 ｢宋応星 r野談｣訳注 (1)｣r岡山大学大学院社会文化科学研究科紀要j第30号､2010年｡








































































(1)例えば､明末に陳子龍 (徐光啓 r農政全割 の病者)等が編纂した r皇明経世文刷 には､徐光啓 ｢屯






















(6)宋応星は r天工開物j｢1.乃粒 (穀類)｣の ｢黍 ･稜､梁 ･釆｣の中で､｢北人惟以大米呼梗稲､其余
概以′j､米名之｡(北方の人は､ただ大米という名で梗稲をよび､他の穀物はすべて′ト米という｡)｣と述
べている｡






























































































































































































































































































































































































































































































(13)原文は､｢神木之間｣O谷川道雄 ･森正夫氏荷 『中国民衆叛乱史3j(平凡社､1982年)では ｢神木 (隣
西省神木県)から黄河を渡って山西を侵犯したO｣と記述されている (p.28)Oまた､r明史j巻309､｢流
搬｣では ｢従神木渡河犯山西O｣と記されている.宋応星が ｢神木｣ではなく ｢神木之間｣と記したの
は何故だったのだろうか｡






｢〔崇禎〕七年 (1634)春､〔明の朝廷は〕特に山西 ･映西 ･河南 .湖広 ･凹川総督を設置し､専門に振
乱に対処させることとし､延綜巡撫の陳奇稔をこれに任じ､慮象昇を撫治郎陽に任じた｡奇稔は賊を
延水開 く駅西省延川県東南)に撃破したことで威命があり､一方､象昇は歴故の将として戟争のこと





商 〔南〕(挟西省商南県)･雑 〔南〕(挟西省雑南県)方面へ逃走 したが､李日成らは輿安 (険西省安康県)
の車箱峡に逃げこんだ｡〔ところが〕たまたま二ケ月大雨がつづき､軍馬のまぐさが欠乏して多数が死
亡 し､弓矢はみな 〔弦や鉄が〕抜け落ちてしまった｡日成は 〔願〕君恩の計略を用い､奇稔のとりま
き 〔の重臣〕に賄賂をおくり､偽装投降しようとした｡奇稔は賊 〔の力量〕を軽視 していたのでこれ
を許し､諸将に轍文をまわし､軍の出動を止めて 〔賊兵を〕殺傷 しないようにさせ､〔彼らの〕通過す
る州県では乾飯を与えて送り出させるよう命 じたO轍は桟道を渡 りはじめると､すぐさま大いにさわ

































































































宋応星 r野譲j訳注 (3)説 加計 三千代
ている｡
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